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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１６３　　２０１２年　６　月　２８　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
消費税大増税法案　衆院通過、国会延長「３党合意」　
衆院は２１日、民主党が消費税大増税法案の成立のために提案した国会会期を９月８日までの７９日間延長することを与党などの賛成多数で議決しました。
民自公の「３党合意」は、消費税率を２０１５年１０月までに１０％に引き上げる増税法案をさらに改悪するものです。低所得者対策などの具体策はなく、高額所得者への課税策は削除されました。また、「自助」「自立」を基本に、医療・介護・生活保護など各分野の改悪方向を示した「社会保障改革推進法案」を合意。
２５日に衆院で集中審議が行われ、２６日に締めくくり総括質疑と採決が行われました。「改革推進法案｣は､｢一体改革」法案の「修正」協議で自民党が「社会保障制度改革基本法案」として骨格を示し、民主党がほぼ丸のみ､公明党が同調したものです｡
法案では「基本的な考え方」で、社会保障制度の基本は「自助、共助及び公助が最も適切に組み合わされる」ことだと明記しました。日本経団連が５月に発表した提言で求めた「自助・共助・公助のバランスを見直し」と同じ意味です。「自助」という“自己責任”の考えを社会保障の基本にすえ、給付の「重点化」や運営の「効率化」とあわせて、社会保障にたいする国の責任と負担を減らす狙いが込められています。法案は、年金・医療・介護などの各分野で、「適正化」の名の下でのサービスの切り下げや負担増、「保険はずし」などの方向を示しました
なかでも生活保護制度改悪を特別に取りだして標的にしていることは、生存権破壊を狙う乱暴なやり方です。法案がつくる「国民会議」は、社会保障改悪の合意を完全に実行する体制作りです。３党合意は、民主党に最低保障年金制度の創設や後期高齢者医療制度廃止の公約をも完全に放棄させました。社会保障全体の改悪にかかわる法案を“火事場泥棒”的に強行することは許されません。
法案は衆院を通過しましたが、参院で廃案に追い込むために、消費税に頼らない社会保障充実・財政危機打開の道を訴え続けていきたいと思います。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　
浜岡原発原子力館　津波対策の安全宣伝

６月２３日(土)お寺の親睦会の旅行で浜岡原発に行った。途中岡崎市の天台宗真福寺（聖徳太子建立、竹膳料理が有名で素晴らしい盆栽も拝見）を拝観し、八丁味噌の工場を見学してから、静岡県の舘山寺温泉で昼食をして浜岡に向かった。
自主的な目的は近辺の放射能測定と愚かな防波壁（高さ１８ｍ長さ１．６ｋｍに及ぶ）を見ることだった。
原子力館では、まず地震による津波対策のビデオを１０分ほど見させられた（安全性の訴えである。放射能＝原発よりも津波対策がほとんど）。その後、原子炉模型と防波壁の模型を室内で見上げた。展望台からは市内が一望され、南東に原子炉建屋をながめ、南西の反対側の海岸には止まっている風車が沢山並んでおり印象的だった。
放射能測定は、市から借りた簡易のものでいずれの場所でも桑名市より僅かに高めの測定値だったが特に有意差はないと思われた。
防波壁は敷地内に続くもので近くには行けず、展望台から工事用のクレーンしか確認できなかった。館内の模型には触れたが、高く大きい物をただ見上げるだけだった。原子炉は動かさず、是非止まったままでいて欲しいと念じました。
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浜岡原発の建屋　　　　防波壁　原子力館内の模型（毎日新聞より）
６月議会　星野公平の一般質問から
１、倫理問題　（３月議会の関連で）
①職員の倫理について、３月議会では、職員倫理審査会条例と入札監視委員会条例が制定されましたが、私は、職員の倫理や尊敬される幹部、公務員としてあるべき姿などを問い、市長公室長に一市民から出されている陳情について質問しました。立派な回答を沢山もらい、「議会だより」にも書かさせていただきました。今回又陳情が出されています。これは一市民の行政に対する要望から端を発し、職員の市民に対する対応・態度を問うものであり、これ以上放置しておくわけにはいけませんので今日は市長公室長に陳情に対する答弁を強く求めます。
【議長】陳情に対する答弁は求められないとの発言。

②第１回の「職員倫理審査会」が５月２８日に行われました。第１回目なので顔合わせだと思っていたら、既に職員倫理条例案ができていましたのでビックリしました。２点質問します。条例案では第３条（職員が遵守すべき職員倫理の原則）３項で贈与等を受けることを禁止していますが、第７条（贈与等の報告）で１件につき５０００円以上のものを受けたときは贈与等報告書の提出となっているのは理解できません。貰ってはいけないが、５０００円以下のものなら貰っても報告しなくていいと理解できます。おかしいのではないですか。もう１点は、不祥事再発防止対策評価会が廃止されたようで、昨年１年間の評価が途中で中断されています。最後まで同じメンバーでちゃんとすべきではないですか。

【答弁】①国家公務員倫理法や他市を参考にした。贈与等の報告は禁止行為の例外である。②評価会は市内部の組織だったので、かわって審査会で行う。

２、入札問題（３月議会の関連で）
①第１回の入札監視委員会が、私たち議員が友好都市白河市を訪問し交流で不在の５月３１日行われました。事項書を見せてもらったところ、考えられないような入札経過表が報告されていました（額田水源地関連の業務委託）。これを見ると７社が入札に参加し、１者が辞退、５社が７８.５２－７９.６７％で応札し、いずれも最低制限価格８０.５４％を下回り失格、９５．０６％（他社より飛びぬけて高い）を出した会社が落札すると言う結果でした。もう１本関連で９８.９６％で落札しています。最低制限価格から判断して５百万円近い損害（桑名市の余分な出費）です。この事実に対する桑名市の見解を問いました。

【答弁】原因は設計書に積算しがたい部分があったからではないのか。参加要件は適格だったので決定した。適正な入札の執行に努める。

②契約監理課を通さない入札はどれくらいあるのか（件数と金額）、その内に１者随契はどれくらいあるのか教えて下さい。

【答弁】工事、コンサル業務、その他業務と分けられるが、全体的に見て件数で９０％、金額で２０％位。その他業務では多くが（９０％）行われている。（実際の部長答弁より分かりやすく割合に変更）
【再質問】年間１億円以上の資源物回収業務が契約監理課を通さない１者随契で行われていることを質す。

③クルクル工房の堆肥舎の業務委託の面接審査会について（別途報告予定）
３、介護保険について（３月議会の関連で）

①３月議会の保健福祉部長の１号保険者の負担は２１％という答弁に対して、嘘だと発言してこの文言が議事録から伏せられ、録画テープの提供も拒否されました。１号保険者の本当の負担割合は総事業費の何％になるのか答弁願います。

【答弁】桑名市は、後期高齢者の加入割合が全国より低く、所得段階の高い人の割合が高いため、調整交付金の率が３．１６％になり、基金の取り崩し４億３千万円を入れても負担は２１．１８％となった。

②４月からの大幅な値上げに関して市は市民に説明をすると約束されましたが現在行われている「まちづくり懇談会」での説明で充分だと考えているのですか。

【答弁】広報くわなや保険料の通知の際（２回）に案内している。
以上で持ち時間が少なくなり、以下は聞き取りで得た内容を加味して要望した。
４、リニア中央新幹線

市長は、三重県のリニア中央新幹線建設促進期成同盟に参加していますが、ＪＲ東海のリニア中央新幹線には問題がたくさんあります。環境破壊や大量に電気を使い原発が必要になる。地下数十メートルのところを走り事故が起こったら大変です。慎重な態度で参加して欲しい。

５、三重地方税管理回収機構について

滞納者に納税相談に来いといっても、払えない人はどうしようもないのが現況です。親身に対応願いたい。今年の三重地方税管理回収機構送りはどうなっていますか。非情な回収機構送りは止めて下さい。

【答弁】　６０件

６、生活保護行政のあり方

生活保護に対するバッシングがあります。桑名市内での捕捉率は分からないとのことですが、全国的に生活保護の必要があるのに受けていない人が８５％もいるといわれています。窓口での充分な対応をお願いしたい。ケースワーカーは専門職です。１０年２０年とできる人をお願いしたい。

７、駅西土地区画整理事業について

①先行街区で業者による建売の分譲が行われています。これは本来の先行街区の主旨とは違うのではないでしょうか。②駅西の無料駐輪場の廃止が問題になっています。駅北の有料駐輪場に行けと言われていますが行政の言う事でしょうか。非情なことは止めて下さい。
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